
別紙１ 

中学生向け地震・津波防災 eラーニング教材を構成する単元等について 

１ 教材を構成する単元・要素等  ※赤字は中学校で新たに登場する項目 

単 元 構成要素 
単元の 

構成 

①地震を知る 

構成要素： 

○ これまでに起こった地震災害 

○ 地震・津波発生の仕組み（プレートの境界で発生する地震、活断層で発生する地震） 

○ 揺れの伝わり方（Ｐ波、Ｓ波） 

○ 地震の大きさを表すマグニチュードと震度 

○ 今後広島県で起こると想定されている地震災害 

 

ねらい： 

○ 地震発生の仕組み、地震発生に伴い生じる現象、これまでに日本各地で起こった地震災害及び今後起こると想

定されている地震災害を関連付けて学ぶことで、広島県で今後いつ大きな地震災害が起きてもおかしくないこと

を理解するとともに、防災の重要性を認識する。 

説明動画 

演習問題 

②地震発生時の行動を知る 

構成要素： 

○ 揺れているときに取る行動（安全なスペース（物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこない場所）、体を

守る行動（安全行動 1-2-3、頭を守る姿勢）、場所ごとの適切な行動（エレベーター、電車等）） 

○ 緊急地震速報 

○ 揺れが収まった直後に取る行動（自分や周りの人の安全確認、けがの防止、火の元の確認、出口の確保、情報の

収集等、速やかな避難（建物が崩れそうなとき、近くで火災が起きたとき、崖や斜面が近くにあるとき、津波の危

険があるとき等）） 

○ 津波が来るときに取る行動（津波の特徴、津波警報等、高い場所に一人でも避難、警報解除まで高い場所に留ま

る、津波てんでんこ） 

○ 避難するときの注意点（火災、液状化、避難生活、余震） 

 

ねらい： 

○ 地震発生時の適切な行動を理解し、地震発生時に自ら判断して適切な行動ができるようになる。 

説明動画 

演習問題 

③地震に備える 

構成要素： 

○ 安全なスペースの確保、拡大（自宅の家具の固定、配置等） 

○ 非常持出品・備蓄品の準備 

○ 避難先・避難経路の確認（ハザードマップの確認） 

○ 家族との集合場所、連絡手段の確認 

 

ねらい： 

○ 実際に地震が起こったときのことを具体的に想像しながら、自宅の家具の固定・配置等や、非常持出品・備蓄品

の準備、避難先・避難経路及び家族との連絡方法を考えることができる。 

○ 災害を自分ごととして捉え、災害への備えについて家族と話し合う。 

説明動画 

演習問題 



④《応用課題 シミュレーション》 

地震が起こったらどうする？① 

 

（架空の場面が設定されているバー

ジョン） 

構成要素： 

○ シミュレーション 

○ 場面設定（場所、時間、やっていること、周りにいる人、津波の危険性、避難先等） 

 

ねらい： 

○ 与えられた条件や場面において、どのような行動をとればよいか、自ら具体的に考えられるようになる。 

演習問題 

（応用課題） 

⑤《応用課題 シミュレーション》 

地震が起こったらどうする？② 

 

（自分の身近な場所を設定するバー

ジョン） 

※ マイ・タイムライン作成あり 

構成要素： 

○ シミュレーション 

○ 場面設定（場所、時間、やっていること、周りにいる人、津波の危険性、避難先等） 

○ マイ・タイムラインシート 

 

ねらい： 

○ 自分にとって身近な場所で地震が起こったらどのような行動をとればよいか、自ら具体的に考えられるように

なる。 

演習問題 

（応用課題） 

 

  



 

 

２ 中学生用防災 eラーニングの問題等の構成イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇命を守るために必要な防災の基礎知識や考え方の習得 

【基礎的・基本事項の理解】 
学習コンテンツ（説明動画）（単元①～③） 

演習問題（単元①～③） 

応用課題（単元④） 

マイ・タイム 

ラインの作成 

（単元⑤） 

応用課題（単元⑤） 

〇与えられたシチュエーションから、地震発生時の行動等について、学習

した知識等を用いて考える。【知識や経験を応用して考える】 

〇実践問題（マイ・タイムラインに関連した問題）で考えた内容等を 

アウトプットし、マイ・タイムラインシートとして形にする。【表現する】 

難易度 

高 

 

低 

段階を追って

学習すること

も可能にする 

 

〇更なる防災意識の向上等を目指し、自ら地震発生時の場面設定を行い、自

分自身の行動を具体的に考える。【主体的に行動（きっかけ）】 

〇命を守るために必要な防災の基礎知識や考え方の定着 
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動画シナリオ案（中学生向け地震・津波防災ｅラーニング教材） 

単元① 地震を知る（参考：2969文字） 

タイトル ナレーション ピクチャイメージ等（例） メモ 

（導入） 

地震大国 日本 

（これまでに起こ

った地震災害） 

 

（301 文字） 

皆さんは、これまでに地震を経験したことがありますか。 

また、大きな地震の様子をテレビ等で見たことがありますか。 

 

日本では、地震による土地の沈降などによって私たちが生活する平野や盆地が

できた一方、地震による被害がたくさん起こってきました。 

実際に、強い揺れによって建物が倒壊したり、大規模な土砂崩れが起こったり、

地震火災が広がったり、津波が押し寄せたりしています。 

 

また、広島県では、2001 年に広島県沖で発生した芸予地震により、建物の倒壊

や道路への落石などの被害が生じました。 

 

地震大国と言われるほど多くの地震が起こる日本では、いつ、どこで地震が起こ

るか分かりません。 

地震から命を守るために、地震について学びましょう。 

○日本各地の被災写真、動画等 

（写真を取り上げる地震の例） 

・建物倒壊…1995 年の兵庫県南部地震（阪

神淡路大震災） 

・大規模な土砂崩れ…2016 年の熊本地震 

・地震火災…2024 年の能登半島地震 

・津波…2011 年の東北地方太平洋沖地震

（東日本大震災） 

 

○世界の地震分布図（世界地図上に地震の

分布を示したもの） 

※広島の話をして

いる箇所を強調す

る。（たとえば、広

島の箇所に共通デ

ザイン、共通のマ

ークやキャラクタ

ー等を用いて、一

目で広島の話だと

分かるようにす

る）（以下同じ） 

1 地震・津波発生の

仕組み 

 

（41文字） 

地震はどのように発生するのでしょうか。 

地震発生の仕組みは、場所によって異なります。 

○一つ前で示した世界の地震分布図から

日本をズームアップ。 

日本地図の状態からさらに拡大し、陸のプ

レート、海のプレート、海溝・トラフが一

目で確認できるようなイラスト等を示す。 

 

 

（205文字） 

①プレートの境界で発生する地震 

地球は、いくつかのプレートと呼ばれる固い板状の層で覆われています。 

プレートはそれぞれ別々の方向に動いており、たとえば、一方のプレートの下に

他方のプレートが沈み込んでいる場所では、上にあるプレートが下に沈み込む

プレートの動きに耐えられなくなると、元の形に戻ろうとして、地震が起こるこ

とが多いです。 

○一つ前で示した、陸のプレート、海のプ

レート、海溝・トラフが一目で確認できる

ようなイラスト等から、海溝・トラフ部分

を拡大。 

 

別紙２ 
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日本は、4つのプレートの影響を受ける位置に存在するため、地震がたくさん発

生しています。 

○プレートの境界で地震が発生する仕組

みを、アニメーション等を使用して分かり

やすく示す。 

 

（76文字） 

そして、地震で海底の地面がずれることで、津波が発生する場合があります。 

津波とは、地震などによって発生した水の塊がものすごい勢いで押し寄せてく

る現象です。 

○プレートの境界で発生する地震によっ

て津波が発生するメカニズムを、アニメー

ション等を使用して分かりやすく示す。 

 

 

（68文字） 

プレートの境界で発生した 2011年の東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）で

は、非常に強い揺れや大きな津波により、広い範囲に被害が発生しました。 

○東北地方太平洋沖地震の震源とプレー

トの境界を日本地図で示す。 

○被災写真等を掲載する。 

 

 

（139文字） 

②活断層で発生する地震 

プレートの内部には、活断層があります。 

活断層は、これまで繰り返し動いており、今後も動く可能性がある断層です。 

日本にはたくさんの活断層があり、どの活断層で地震が起こってもおかしくあ

りません。 

また、海底の活断層が動いた場合には、津波が発生する可能性もあります。 

○陸のプレート、海のプレート、海溝・ト

ラフが一目で確認できるようなイラスト

等を再掲。そこから陸のプレートを拡大。

活断層で地震が起こる仕組みを、アニメー

ション等を使用して分かりやすく示す。 

○活断層の場所が分かる日本地図を掲載

する。 

 

 

（114文字） 

2024年の能登半島地震や、2016年の熊本地震、1995年の兵庫県南部地震（阪神・

淡路大震災）は、活断層で発生した地震です。 

地表近くで大きな地震が発生したため、強い揺れにより様々な被害が生じまし

た。（能登半島地震では、）津波の被害もありました。 

○活断層の場所が分かる日本地図を掲載

する。活断層のマップ上で熊本地震、兵庫

県南部地震等の震源を示す。 

 

2 揺れの伝わり方（P

波、S 波） 

 

（137 文字） 

地震が最初に発生した場所を震源、震源の真上の地表の位置を震央といいます。 

皆さんのもとに最初に来る弱い揺れが、P波による初期微動で、後に来る強い揺

れが、S波による主要動です。 

最初はそれほど強く揺れていなかったとしても、少ししてから揺れが強くなる

ことがあるので、油断は禁物です。 

○アニメーション等で P波と S波の違いを

分かりやすく示す。（中学理科で習う程度

の内容をアニメーションで簡潔に示す。） 

 

3 地震の大きさを表

すマグニチュード

と震度 

地震の大きさを表す指標には、マグニチュードと震度があります。 

マグニチュードは地震の規模を表す指標、震度は皆さんが感じる揺れの強さを

表す指標です。 

○マグニチュードと震度の違いが分かる

イラスト等を示す。 
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（104文字） 少し分かりづらいので、その違いを、音の大きさに例えて説明します。 

 

（249文字） 

スピーカーから流れる音量を 10としたとき、皆さんがスピーカーの近くにいた

ら、8程度の大きさで音が聞こえたとします。 

もう少しスピーカーから離れると、スピーカーから流れる音量は 10のままであ

っても、皆さんの耳には例えば 4程度の大きさでしか音が聞こえないでしょう。 

そして、スピーカーから更に離れていくと、いずれ音は聞こえなります。 

これを地震に置き換えると、スピーカーから流れる音量そのものが、地震でいう

「マグニチュード」に、また、それぞれの場所で皆さんの耳に届いた音の大きさ

が、地震でいう「震度」になります。 

○イラストやアニメーションを使用して

分かりやすく示す。 

 

 

（206文字） 

それぞれの指標について、さらに説明します。 

まずは、マグニチュードについてです。 

これは、先ほどの例えの中で、スピーカーから流れる音量に例えたものです。 

マグニチュードは、地震の規模を表すものです。 

スピーカーから流れる音量が 10のように、マグニチュードは、一つの地震につ

き一つの数字で表されます。 

数字が大きいほど、規模の大きな地震です。 

マグニチュードが一つ増えると地震のエネルギーは約 32 倍に、二つ増えると

1000倍に増えます。 

○単元①のここまでで触れたいくつかの

地震（例：兵庫県南部地震、熊本地震等）

のマグニチュードを、一覧表で示したり、

震源とともに日本地図上に示したりする

等、何らかの形で分かりやすく見せる。 

○マグニチュードの数字のイメージがわ

くようなものを入れる。 

（32 倍×32 倍≒1,000 倍） 

 

 

（227文字） 

次に、震度についてです。 

これは、先ほどの例えの中で、それぞれの場所で皆さんの耳に届いた音の大きさ

に例えたものです。 

震度は、各地点での地震の揺れの強さを表すものです。 

スピーカーの音を聞く場所によって聞こえる音の大きさが変わるように、同じ

地震でも場所によって感じる揺れの強さが異なります。 

震度は、この表に示しているとおり 10階級に分かれており、数字が大きいほど、

強い揺れであることを意味します。 

かなり強い揺れを伴う地震が、これまでに日本各地で起こってきました。 

○震度 0～7 がそれぞれどのような揺れの

状況になるかをイラストや一覧表等で分

かりやすく示す。 

○震度の表とこれまでに日本各地で起こ

った地震の最大震度を並べて示す。 
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（341文字） 

各地で観測される震度は、基本的には、地震のマグニチュードが大きいほど、ま

た、震源から近い場所ほど、大きくなる傾向があります。 

 

たとえば、2024年に福島県沖で発生した地震は、マグニチュード 5.8、震源の深

さ約 50km、最大震度 5弱でした。 

 

2001年に広島県沖で発生した芸予地震は、震源の深さが約 51kmで、この地震と

震源の深さが近い一方、マグニチュードは 6.7 と大きく、最大震度 6 弱のより

強い揺れが発生しました。より規模の大きな地震によって、より強い揺れが発生

したことが分かります。 

 

また、2025年に熊本県で発生した地震は、2024年の福島県沖の地震と同じマグ

ニチュード 5.8 ですが、震源の深さが約 9km と浅く、最大震度 5 強のより強い

揺れが発生しました。より地表に近い場所で発生した地震によって、より強い揺

れが発生したことが分かります。 

○マグニチュードが大きいほど観測され

る震度が大きくなることが分かるよう示

す。 

○震源から近い場所ほど観測される震度

が大きくなることが分かるよう示す。 

○次の各地震の比較が分かりやすいよう、

見せ方を工夫する。 

●2001 年 3 月 24 日 平成 13 年芸予地震 

M6.7、震源の深さ約 51km、最大震度 6 弱 

●2024 年 3 月 15 日 福島県沖で発生した

地震 

M5.8、震源の深さ約 50km、最大震度 5 弱 

●2025 年 11 月 25 日 熊本県で発生した

地震 

M5.8、震源の深さ約 9km、最大震度 5 強 

 

4 今後広島県で起こ

ると想定されてい

る地震災害 

（72 文字） 

今後、広島県ではどのような地震災害が起こるのでしょうか。 

まず、プレートの境界で発生する地震である「南海トラフ地震」による被害が想

定されています。 

○広島県の場所と南海トラフの場所が分

かるように示す。 

 

 

（247文字） 

南海トラフでは、これまで、およそ 90～150 年ごとに繰り返し大きな地震が発

生してきました。 

現在、最後に南海トラフで大きな地震が発生したのは、1946 年であり、いつ再

び大きな地震が発生してもおかしくないと言われています。 

南海トラフ地震が発生すると、広島県では最大震度 6 強の非常に強い揺れが発

生し、建物の倒壊やライフラインの被害等が起こると想定されています。 

また、広島県南部には、広範囲に津波が来る可能性があります。 

想定では、津波は最大で 4mに達し、津波による死者数は、最悪の場合、13,000

人にものぼるとされています。 

○南海トラフでこれまでに起こってきた

地震の歴史とそれらの間隔のイメージが

分かるように示す。 

○南海トラフ地震が発生した場合に広島

県内各地で想定される最大震度を、地図等

を使用して分かりやすく示す。 

○津波について画面に文字で提示する場

合の表記は「最高津波水位 4m」とする。 

被害想定…令和 7

年 10 月広島県発

表 
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被害の例…建物被害（倒壊、焼失）、道路被

害（液状化等）、土砂災害、ライフライン（電

気、水道、ガス）の被害、物資不足等 

 

（186文字） 

さらに、活断層で発生する地震による被害も想定されています。 

広島県内とその周辺には複数の活断層があります。 

活断層による地震では、最大震度 7 の強い揺れが想定されている場所もあり、

南海トラフ地震よりも強く揺れる可能性があります。 

また、海底が震源の場合には、津波が来る可能性があります。 

想定では、津波は最大で 3.3mに達し、津波による死者数は、最悪の場合、13,000

人にものぼるとされています。 

○活断層で地震が発生した場合に広島県

内各地で想定される最大震度を、地図等を

使用して分かりやすく示す。その際、「今

後、この地図に描かれていない活断層が新

たに見つかる可能性があります。」という

注記を入れる。 

○津波について画面に文字で提示する場

合の表記は「最高津波水位 3.3m」とする。 

被害想定…令和 7

年 10 月広島県発

表 

 

（105文字） 

また、それ以外にも、県内のどこでも地震が発生する可能性があります。場所に

よっては、最大震度 7の揺れが起こる可能性があります。他の地震と同様に様々

な被害が想定されており、死者数は 1,000人近くにのぼる可能性があります。 

○県内各地で想定される最大震度を、地図

等を使用して分かりやすく示す。 

○想定される震度 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uplo

aded/attachment/646449.pdf 

○被害の例…建物被害（倒壊、焼失）、道路

被害（液状化等）、土砂災害、ライフライン

（電気、水道、ガス）の被害、物資不足等 

 

（まとめ） 

 

（151文字） 

ここまでの学習を通じて、地震や地震による被害について、理解できましたか。 

地震を止めることはできませんが、地震による被害は、皆さんの行動によって小

さくすることができます。 

地震について正しく知った上で、少しでも被害を小さくするためにできること

を学び、実践していくことが大事です。 

説明動画はこれで終わりです。 
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単元② 地震発生時の行動を知る（参考：2859文字） 

タイトル ナレーション ピクチャイメージ等（例） メモ 

（導入） 

今地震が起こった

らどうする？ 

 

（108 文字） 

皆さんは、今地震が起こったらどうしますか。 

地震はいつどこで起こるか分かりません。 

どのような状況であっても、地震が起こったら、瞬時にその場で適切な行動を取

らなければなりません。 

地震から命を守る行動について学びましょう。 

○中学生の日常の様々な場面を示す。  

1 揺れているときに

取る行動 

 

（161 文字） 

揺れているときは、できるだけ近くの安全なスペースで、体を守る行動を取りま

しょう。 

安全なスペースとは、物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこない場所で

す。たとえば、机の下や、近くに物がない開けた場所等があります。 

近くに机がある場合は、机の下で「安全行動 1-2-3」を、ない場合は、近くの開

けた場所で、頭を守る姿勢を取りましょう。 

○安全なスペース、安全行動 1-2-3、頭を

守る姿勢をイラストや写真等で示す。 

○安全なスペースについて、実際のどこか

の学校の教室の写真を使って、安全なスペ

ースに着色して示す。 

・安全行動 1-2-

3、頭を守る姿勢

等は、広島県発行

「地震・津波から

命を守るひろし

まマイ・タイムラ

イン」を参照。 

 

（170 文字） 

ただし、全ての状況において、この行動だけが正しいとは限りません。 

たとえば、エレベーターに乗っているときは、速やかにすべての階のボタンを押

して、止まった階で降りましょう。 

他にも、電車に乗っているときは、手すりや吊り革等にしっかりとつかまりまし

ょう。電車が緊急停車した場合、勝手に電車の外に出るのは危険です。乗務員の

指示に従って行動しましょう。 

○それぞれイラストや写真等を使用して

分かりやすく示す。 

 

2 緊急地震速報 

 

（303 文字） 

地震がいつ発生するかは予知できません。 

ただし、地中で発生した揺れが皆さんのもとに到達する前に、強い揺れが来るこ

とを知らせる仕組みがあります。 

それが、緊急地震速報です。 

（緊急地震速報の音を流す） 

テレビやスマートフォン等からこのような音が聞こえたら、強く揺れることが

想定されるので、速やかに近くの安全なスペースで体を守る行動をとりましょ

う。 

○緊急地震速報の音を使用する。 

○緊急地震速報の仕組みが大まかにイメ

ージできるようなイラスト等を使用する。 
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緊急地震速報の発表から強い揺れの到達までの時間は、数秒から数十秒程度し

かありません。また、震源の近くでは、緊急地震速報よりも先に強い揺れが到達

する場合もあります。 

よって、どのような状況でも落ち着いて行動できるよう、日頃から様々な状況を

想定して練習しておくことが大切です。 

3 揺れが収まった直

後に取る行動 

 

（512 文字） 

揺れが収まったら、まずは、自分や周囲の人の身の安全を確認しましょう。 

家具の下敷きになって動けない場合には、無理に体を動かさず、できるだけ物を

使って音を出し、周囲の人に自分の居場所を伝えましょう。 

続いて、火の元を確認しましょう。ガスコンロ等は、揺れているときには無理に

火を消そうとせず、揺れが収まってから火を消しましょう。 

また、割れたガラスなどでけがをしないよう、室内でも靴等を履きましょう。 

さらに、室内に閉じ込められないよう、出入り口のドアを開けておきましょう。 

他にも、テレビやラジオ、Web サイトなどで情報を入手しましょう。ただし、SNS

などで誤った情報が流れることがあります。情報の発信元を確認して、信用でき

る情報か判断しましょう。 

情報を入手する具体的な手段には、広島県防災 Web、広島県防災情報メール通知

サービス、LINE 版マイ・タイムラインなどがあります。広島県防災情報メール

通知サービスや LINE版マイ・タイムラインは、事前に設定が必要なので、確認

しておきましょう。 

 

そして、入手した情報や実際の周囲の様子などから、建物が崩れそう、近くで火

災が起きている、崖や斜面が近くにある、津波の危険がある場合には、速やかに

安全な場所に避難しましょう。 

○それぞれイラストや写真等を使用して

分かりやすく示す。 

 

4 津波が来るときに

取る行動 

 

（131 文字） 

海底で地震が起こると、津波が発生する可能性があります。 

これは、広島県も例外ではありません。 

 

津波には、次のような特徴があります。 

・走っても逃げられないくらいの速さで、広い範囲にやってくる。 

○津波の特徴を、イラストや写真、映像等

を使用して分かりやすく示す。 
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・30cmくらいの高さでも、立っていられないほどの力がある。 

・くり返しやってくる。 

 

（104 文字） 

津波が予想される場合には、津波警報等が発表されます。 

発表される内容は、地域ごとに予想される津波の最大波の高さと、津波の第一波

の到達予想時刻です。 

広島県では、場所によっては津波警報が発表される可能性があります。 

○津波注意報、津波警報、大津波警報の基

準等を分かりやすく示す。 

 

 

（324 文字） 

では、津波警報等が発表されたらどうすればいいのでしょうか。 

津波警報等が発表されたり、海や川の近くで揺れを感じたりした場合には、家族

や友達を待たず、高台や丈夫な高い建物等に避難しましょう。 

 

広島県では、早い場所だと、地震発生から１分後には津波の影響が出始めると想

定されています。 

ただし、津波の第一波が最大とは限りません。 

よって、津波警報等が発表されたら、たとえすぐに大きな津波が来なかったとし

ても油断せず、冷静な避難を心がけましょう。 

そして、津波はくり返しやってきます。 

津波警報等が解除されるまでは、必ず安全な場所に留まりましょう。 

また、津波警報等は何時間も解除されない可能性があります。 

避難した後に困らないよう、必要な物を事前に準備しておきましょう。 

○それぞれイラストや写真等を使用して

分かりやすく示す。 

 

 

（455 文字） 

皆さんは、「津波てんでんこ」という言葉を知っていますか。 

東北の三陸地方の言い伝えで、「地震が起きたら津波が来るので、いち早くてん

でんばらばらに高台に逃げろ」という意味です。 

2011 年の東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）では、ふだんから「津波てん

でんこ」を標語に防災訓練を受けていた岩手県釜石市の中学生たちが、この教え

に基づいて率先して避難しました。その結果、避難する中学生たちの姿が、それ

を見た周りの人たちの避難のきっかけとなり、多くの命が助かりました。 

 

○イラストや写真等を使用して分かりや

すく示す。 
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「津波てんでんこ」で大切なのは、皆さんそれぞれが自ら判断して行動する力、

そして、自分だけでなく家族や大切な人もてんでんばらばらに逃げているはず

だと信じる関係です。 

いざというとき、「てんでんこ」に避難することができるよう、日頃から防災に

ついて学び、家族や周りの人たちと避難について話し合っておきましょう。 

また、釜石の事例では、避難する中学生や地域の住民が小学生を助けながら一緒

に避難しました。 

避難を行う際は、避難の声かけや、周囲の人の手助けを行うことも大切です。 

5 避難するときの注

意点 

 

（504 文字） 

地震発生後、停電していたり、しばらく別の場所に避難したりする場合には、ブ

レーカーを落としましょう。 

ブレーカーを落としておかないと、停電から復旧したときに漏電するなどして、

火災の危険が高まります。 

2011年の東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）や、2024年の能登半島地震で

は、火災による被害が広範囲に及びました。 

また、避難するときには、ガラスや看板、自動販売機、電柱、ブロック塀などに

注意しましょう。 

さらに、液状化や火災の影響で、道が通れなくなる場合があります。 

液状化とは、地震の揺れによって地盤が液体のような状態になる現象です。 

マンホールが浮き出したり、建物が沈んだりします。周囲の状況をよく確認し、

臨機応変に安全な避難行動をとりましょう。 

 

避難先では、様々な人が同じ場所で過ごします。 

ルールを守り、大声で騒がず、乳幼児や高齢者、体が不自由な人に配慮すること

が大切です。 

避難したらまずは自分のことを自分でしましょう。そのうえで周りの人の手伝

いができる場合は、大人に相談してから行動しましょう。 

 

○自宅から避難所まで避難して避難所で

過ごす過程を一つの流れで見せる。 

○火災や液状化の被災写真等 

○ブレーカーの写真と、「※必ず家にある

ので、どこにあるか確認しておこう。」とい

う文章を掲載する。 
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そして、大きな地震の後は、その付近で地震が何度も続いて起こることがありま

す。地震発生後数週間程度は、特に注意して過ごしましょう。 

(まとめ) 

 

（87 文字） 

地震が起こったときにどのような行動を取れば良いか、理解できましたか。 

いざというときに落ち着いて適切な行動を取ることができるようにしておきま

しょう。 

説明動画はこれで終わりです。 
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③ 地震に備える（参考 2759文字） 

タイトル ナレーション ピクチャイメージ等（例） メモ 

（導入） 

地震への備え、して

いますか。 

 

（155 文字） 

皆さんは、地震への備えをしていますか。 

「何とかなるだろう」「誰かが助けてくれるだろう」と思っていませんか。 

大きな地震は広範囲に影響を及ぼします。 

たとえば、あなたが水がなくて困っているときには、周りの人も同じように水が

なくて困っています。 

いざというときに困らないよう、今できる地震への備えについて、学びましょ

う。 

  

1 安全なスペース

の確保、拡大 

 

（389 文字） 

今できることの一つに、自宅の安全なスペースの確保、拡大があります。 

安全なスペースとは、物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこない場所の

ことです。 

例えば、家具を固定したり、棚の置き方を変えたりすることで、安全なスペース

ができます。 

安全なスペースがたくさんあると、揺れているときに体を守るための選択肢が

増えます。 

もし、安全なスペースを確保しておらず、家具の下敷きになってしまうと、その

後の行動の選択肢が一気に限られてきます。 

自宅のどこにいるときに地震が起きても体を守ることができるよう、それぞれ

の部屋にできるだけ多くの安全なスペースを作っておきましょう。 

 

なお、実際には、建物によっては、報道される震度よりも強い揺れが長時間にわ

たって起こる場合があります。 

たとえば、マンションの高層階は低層階に比べて強く揺れやすいという特徴が

あります。家具の固定等はしっかりと行っておきましょう。 

○写真またはアニメーションを使用して

安全なスペースを拡大する様子を見せる。 

 

2 非常持出品・備

蓄品の準備 

 

揺れが収まった後、津波から命を守るために速やかに避難しなければならない

かもしれません。 

○非常持出品、備蓄品の具体的な物のイラ

ストや写真等 
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（724 文字） また、建物の倒壊によってしばらく自宅で過ごせなくなり、知り合いや親戚の

家、または避難所で生活することになるかもしれません。 

避難先では、必要な物が必ず手に入るとは限りません。 

そして、大きな地震が起こった後は、物流が止まり、お店から物がなくなる可能

性があります。 

いざというときに少しでも困らないよう、地震が起こる前に、非常持出品や備蓄

品を準備しておきましょう。 

 

非常持出品とは、リュックサックに入る程度の量で、避難するときに持って行く

物です。 

何を準備するかは、例えば、どこかに泊まるときの荷造りをイメージすると、考

えやすいです。 

地震が起こってからリュックサックに物を入れ始めるのではなく、地震が起こ

る前に必要な物を入れておき、いざというときには速やかにリュックサックを

持って避難できるようにしておきましょう。 

 

備蓄品とは、災害にあった場合の生活に対して備えておく物です。 

食料品や飲料水は、一緒に避難する人の分も含めて、余裕をもって準備しておき

ましょう。 

備蓄を行うにあたって、普段の食品を多めに買い足しておき、日常生活で賞味期

限の近いものから使い、使った分を買い足すという方法があります。これを、「ロ

ーリングストック」と言います。ローリングストックは、トイレットペーパーや

マスク、乾電池等の日用品にも活用できます。 

 

そして、非常持出品や備蓄品を準備した後に、準備した食品の賞味期限が来た

り、あなたにとって必要な物が変わったりすることがあります。 

また、季節によっても、暑さ対策や寒さ対策など、必要な物が変わります。 

一度準備したら終わりではなく、定期的に内容の点検をしましょう。 
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3 避難先・避難経

路の確認（ハザード

マップの確認） 

 

（548 文字） 

いざというときにどこが安全かを知るために、身近な場所の津波の危険性を確

認しておきましょう。 

津波の危険性を知るためには、ハザードマップを使います。 

ハザードマップは、自然災害の被害が予想される地域・範囲や避難する場所など

を示したもので、ホームページや、市や町の窓口などで入手できます。 

ハザードマップには、土砂災害、洪水、高潮といった種類があります。 

今回は、津波のハザードマップを見てみましょう。 

 

これは、広島市中区付近の津波のハザードマップです。 

 

マップの中に、色がついている場所があります。 

この色が何を表しているかを示したものを、凡例といい、凡例を見ると、その場

所でどのような災害の危険性があるかを確認できます。 

今回の場合、このハザードマップでは津波の浸水深を確認できます。 

たとえば、この辺り（広島駅周辺をピックアップする）は、場所によって、3.0m

未満の浸水の危険性があることが分かります。 

 

特に、津波の到達前であっても、地震によって堤防が壊れた場合などは、早い段

階で浸水が起こることもあります。 

 

浸水深が 50cmであれば大人の膝上辺りまで、3.0mであれば建物の 1階の天井辺

りまで、5.0m であれば建物の 2 階の天井辺りまで浸水する可能性があることを

示しています。津波は、30cm くらいの高さでも、立っていられないほどの力が

あります。 

○広島県全体の地図から広島市を拡大し

て広島市の津波浸水のハザードマップを

示す。広島駅周辺をさらに拡大して、3.0m

未満（例）の浸水の危険がある箇所をピッ

クアップする。 

○浸水深のイメージができるイラスト 

 

 

（422 文字） 

自宅や学校、よく行くお店など、身近な場所のハザードマップを確認しておきま

しょう。 

そして、どこを通ってどこに避難するかを考えておきましょう。 

○それぞれ適切なイラストや写真等  
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避難経路は、川の近くや土砂災害の恐れがある場所、建物が密集している細い道

などを避けるようにしましょう。 

ただし、自動販売機やブロック塀など、実際に道を歩かなければ分からない危険

もあります。 

決めた避難経路を実際に歩き、ハザードマップでは気付かなかった危険がない

か、確認しておきましょう。 

そして、地震発生後には、たとえば、液状化や火災の影響で通ろうと思っていた

道が通れない可能性があります。 

避難経路や避難先は複数決めておきましょう。 

 

ハザードマップは、災害の危険性を確認するためにとても役に立ちます。 

しかし、想定以上の地震が起こると、色が塗られていない場所で災害が起きた

り、想定よりも大きな被害になったりする可能性があります。 

よって、想定にとらわれず、その場の状況にあわせて臨機応変に考えて行動する

ことが大切です。 

4 家族との集合場

所、連絡手段の確認 

 

（443 文字） 

地震が起こったときに、家族が近くにいるとは限りません。 

また、地震が起こると、いつもの連絡手段が使えなくなっているかもしれませ

ん。 

あらかじめ緊急時の家族の集合場所や連絡手段を決めておきましょう。 

 

家族の集合場所は、たとえば、14 時に小学校の正門前に集合、といったように

具体的に決めておくと良いでしょう。 

 

災害時に使える連絡手段には、災害用伝言ダイヤル（171）や災害用伝言板

（web171）があります。 

音声で伝言したい場合は災害用伝言ダイヤル、文字で伝言したい場合は災害用

伝言板を利用できます。 

○171、web171 の使い方をイラストや写真

等使用して分かりやすく示す。 
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これらのサービスは基本的に災害時のみ利用可能となっていますが、毎月 1日、

15日等に利用体験ができます。 

いざというときに落ち着いてサービスを使えるように、利用体験の日に家族で

練習しておきましょう。 

 

また、スマートフォンを持っていない場合やスマートフォンが使えない状況の

場合、公衆電話からも災害用伝言ダイヤルを使うことができます。 

いざというときに備え、公衆電話の場所の確認や、公衆電話を使った利用の練習

をしておきましょう。 

(まとめ) 

 

（78 文字） 

地震に備えて今できることについて、理解できましたか。 

自分一人だけではなく、家族など、周りの人と一緒に準備しておくことが大事で

す。 

説明動画はこれで終わりです。 

  

 



単元

動画コ
ンテン
ツの関
連項目

問題 解答欄 解答 解説 解説補足など 採点

問題・解説の
コンテンツ制

作
（イラスト、
画像、動画

等）

導入
1

演習1
地震による被害、
地震発生の仕組み

（問題１）
地震の発生に関する説明のうち、
正しいものをすべて選びなさい。

□①日本は地震が多い地域であり、これまでに全国各地で地震による様々
な被害が起こってきた。
□②広島県ではこれまでに地震による被害が生じたことはない。
□③プレートの境界で発生する地震によって、津波が発生することがあ
る。
□④活断層で発生する地震によって、津波が発生することはない。

①
③

①　日本はプレートの境界に位置するため、これまでに地震がたくさん発生し、各地で地震による被
害が多数生じてきました。
②　建物の倒壊などの被害が生じた平成13年芸予地震など、広島県でもこれまでに地震による被害は
生じています。
③　海底面のプレートの境界部分が動き、海水の変動が起こることで、津波が発生することがありま
す。
④　海底の活断層が動いた場合、津波が発生する可能性があります。

②　芸予地震の被災写真を掲載する。
③、④　津波発生のメカニズムの説明イラストまたは説明アニメーション等
を掲載する。

○ ○

2 演習2 地震の揺れ
（問題２）
地震の揺れに関する説明のうち、
正しいものをすべて選びなさい。

□①一回の地震の揺れの中では、最初に感じる揺れが最も大きいとは限ら
ない。
□②地震が最初に発生した地中の場所を震央、震央の真上の地表の地点を
震源という。
□③P波は、最初に地表に伝わる地震波で、初期微動を引き起こす。
□④S波は、P波の後に地表に伝わる地震波で、主要動を引き起こす。

①
③
④

①　最初に弱い揺れ（初期微動）が起こり、その後強い揺れ（主要動）が起こります。最初に感じた
揺れがそこまで大きくなかったとしても、油断しないようにしましょう。
②　地震が最初に発生した地中の場所を震源、震央の真上の地表の位置を震央といいます。
③　P波は地震発生時に最初に地表に伝わる地震波であり、初期微動という弱い揺れを引き起こしま
す。
④　S波はP波の後に地表に伝わる地震波であり、主要動という強い揺れを引き起こします。

②　震源、震央のイラストを掲載する。

（追加説明）
P波が到着してからS波が到着するまでの時間を初期微動継続時間といいま
す。
初期微動継続時間は、震源から離れた場所ほど長くなります。
つまり、初期微動が長く続いた場合、震源から皆さんのいる場所までは、少
し距離が離れていることが予想できます。

○ ○

3 演習3 地震の大きさ

（問題３）
地震の大きさに関する説明のう
ち、正しいものをすべて選びなさ
い。

□①マグニチュードは地震の揺れの大きさ、震度は地震の規模を表す。
□②広島県では、立っていることが困難なほどの強い揺れは想定されてい
ない。
□③広島県内で想定される最も大きい揺れは、県内全ての場所において、
南海トラフ地震による揺れである。
□④地震の震度は、基本的に、震源からの距離が近い場所ほど大きくなる
傾向がある。

④

①　マグニチュードは地震の規模を数値化したものです。一方、震度は各地点で感じられる揺れの強
さを示したものです。そのため、マグニチュードは一回の地震につき一つの数字で表されるのに対
し、震度は同じ一回の地震でも震源に近い場所と遠い場所で異なります。
②　広島県では、最大で震度6強の揺れが想定されています。震度6強とは、はわないと動くことがで
きなかったり、飛ばされたりすることもあるくらいの強さの揺れです。
③　広島県内では、地域によって、南海トラフ地震による揺れが最大であると想定されている場所
と、それ以外の地震による揺れが最大と想定されている場所があります。
④　各地で観測される震度は、その地震のマグニチュードが大きいほど、また、震源からの距離が近
い場所ほど、大きくなる傾向があります。活断層で発生する地震は、プレートの境界で発生する地震
に比べて浅い場所で発生することが多いため、仮に地震の規模を示すマグニチュードが小さかったと
しても、大きな揺れや、大きな被害につながることがあります。

①　マグニチュードと震度の関係を示したイラストを掲載する。
②　南海トラフ地震の震度想定の地図と、震度6強の揺れのイラスト・説明を
掲載する。
③　南海トラフ地震の震度想定の地図と、活断層で発生する地震の震度想定
の地図（例：長者ヶ原－芳井断層または筒賀断層）を並べて掲載する。

○ ○

4 演習4
広島県で想定され
る地震による被害

（問題４）
広島県で想定される地震や津波に
関する説明のうち、正しいものを
すべて選びなさい。

□①広島県には、津波が来ない。
□②南海トラフ地震による広島県内の死者数は、1万人を超える可能性があ
る。
□③広島県では、現在活断層が確認されていない場所を震源とする地震が
起こる可能性もある。
□④活断層で発生する地震について、広島県内では死者が出るような被害
は想定されていない。

②
③

①　南海トラフ地震など、海底を震源とする地震が発生した場合、広島県にも津波が到達する可能性
があります。
②　南海トラフ地震では、津波などによる被害により、最悪の場合、広島県内で1万人を超える死者
が出ると想定されています。
③　現在活断層が確認されていない場所を含め、広島県内のどこでも震源になる可能性があります。
たとえば、今後新たに活断層が見つかる可能性があります。
④　活断層で地震が起こった場合、震源の場所によっては、津波などによる被害により、広島県内で
1万人を超える死者が出る可能性があると想定されています。

①　南海トラフや広島県周辺の活断層の位置を示した地図と、津波が発生す
る仕組みの説明イラストまたはアニメーション等を併せて掲載し、海底の活
断層で地震が発生した場合に津波が発生する場合があることを分かりやすく
示す。南海トラフ地震や活断層の地震の市町ごとの津波の高さの一覧を掲載
する。
②、④　南海トラフ地震と活断層の地震の被害想定の表を掲載する。

○ ○

1 演習1
揺れているときに
とる行動

（問題１）
揺れているときに安全を確保する
行動として正しいものをすべて選
びなさい。

□①エレベーターに乗っていたら、揺れが収まるまでエレベーターの中で
待機する。
□②室内にいたら、近くの物がない場所で頭を守る姿勢をとる。
□③近くに棚があったら、棚が倒れないように支える。
□④電車やバス、車などの乗り物に乗っていたら、乗り物が止まり次第、
とにかく急いで外に出る。

②

①　地震時にエレベーターを使い続けるのは危険です。速やかにすべての階のボタンを押し、止まっ
た階で降りましょう。エレベーターが停止して中に閉じ込められてしまった場合は、非常ボタンを押
して救助を求めてください。
②　地震が発生した際には、近くに物がない場所や丈夫なテーブルや机の下などの、物が落ちてこな
い、倒れてこない、移動してこない安全なスペースで、頭を守りましょう。
③　棚から物が落ちてきたり、棚が倒れてきたりする可能性があり危険です。揺れているときはでき
るだけ棚から離れるようにしましょう。
④　勝手に乗り物の外に出るのは危険です。周りの状況を見ながら、乗務員などの指示に従って行動
しましょう。

（追加説明）
・階段…階段の上り下りをせず、その場で手すりをつかんでしゃがみ、揺れ
が収まるまで待つ。
・トイレ…ドアが変形して閉じ込められる場合があるので、すぐにトイレの
ドアを開けて、避難できるようにする。
・廊下…窓ガラスが割れる危険があるので、窓ガラスから離れる。

○ ○

2 演習2 緊急地震速報
（問題２）
緊急地震速報について正しいもの
をすべて選びなさい。

□①緊急地震速報によって、地震が将来いつどこで発生するかを正確に知
ることができる。
□②緊急地震速報は、揺れ始める前に発表されない場合がある。
□③緊急地震速報は、揺れが想定される全ての地域に発表されるわけでは
ない。
□④緊急地震速報が発表されてから大きな揺れが到達するまでには、数分
程度の時間がある。

②
③

①　緊急地震速報は、大きな地震の発生が観測された際に、強い揺れが想定される地域に対して、事
前に揺れが来ることを知らせるものです。現状、将来いつどこで地震が発生するのかを予知すること
はできないとされています。
②　震源と人がいる場所の距離が近い場合には、緊急地震速報が届くよりも先に揺れを感じる可能性
があります。
③　緊急地震速報は、強い揺れが想定されない地域には発表されません。
④　緊急地震速報が発表されてから強い揺れが到達するまでの時間は、数秒から長くても数十秒程度
です。緊急地震速報が発表されたら、速やかに近くの安全なスペースを見つけて体を守る行動（安全
行動1-2-3、頭を守る姿勢）をとりましょう。

（調べてみよう）「長周期地震動」
…こちらから用語説明はせず、興味関心に応じて関連事項について調べても
らう

○ ○

3 演習3
揺れが収まった直
後の行動

（問題３）
揺れが収まった直後の行動として
正しいものをすべて選びなさい。

□①室内にいた場合、急いで外に飛び出す。
□②家具の下敷きになってしまった場合、その場で力の限り叫び続ける。
□③SNSで「○○町で火事が起きている」という見知らぬ人の書き込みを見
つけた場合、とりあえずすぐに消防に電話をする。
□④近くで火災が起きた場合、速やかに安全な場所に避難する。

④

①　建物の出入り口や街中では、上から物が落下してくることがあり危ないので、慌てて建物の外に
飛び出さないようにしましょう。
②　家具の下敷きになって動けない場合には、無理に体を動かさず、できるだけ物を使って音を出
し、周囲の人に自分の居場所を伝えましょう。むやみに叫び続けると体力を消耗してしまいます。
③　SNSの情報は、正しい情報ばかりではありません。誤った情報によって現場が混乱し、本当に助
けが必要な人への対応が遅れてしまう場合もあります。信頼できる情報源からの情報を得て行動する
ようにしましょう。
④　火災が起きたときや建物が崩れそうなとき、崖や斜面が近くにあるとき、津波の危険があるとき
などは、速やかに安全な場所に避難しましょう。

（追加説明）
災害時に情報を得る方法の一つとして、ラジオのコミュニティFM放送があり
ます。コミュニティFM放送とは、放送エリアを限定したラジオ局のことで
す。地域に密着したメディアなので、地域ごとにきめ細かな情報を得ること
ができます。
災害時には、災害の情報だけではなく、物資、避難所、ガソリンスタンド、
スマートフォンが充電できる場所など、様々な役立つ情報を得ることができ
ます。
いざというときに情報の受信ができるよう、自分の住む地域にコミュニティ
FM放送があれば、聴いてみましょう。（県内のラジオ局と周波数の一覧を掲
載する）

○ ○
2

演習問題案（中学生向け地震・津波防災ｅラーニング教材）

項目

1

別紙３



4 演習4 津波
（問題４）
津波に関して、正しいものをすべ
て選びなさい。

□①広島県では、地域によっては大津波警報が発表される可能性がある。
□②広島県では、津波の第一波が最大なので、地震が起こった後すぐに大
きな津波が来ない場合には、避難する必要はない。
□③高さ30cm程度の津波であれば、大人であれば避難しなくてもよい。
□④家族が近くにいないときに津波警報等が発表された場合、避難する前
に急いで家族を探しに行くとよい。

①

①　広島県では、最大で4ｍの津波がくる可能性があります。3ｍを超える高さの津波が予想される場
合には「大津波警報」が発表されます。
②　広島県では、早い場所だと地震発生から1分後には津波の影響が出始めると予想されています
が、第一波が最大とは限りません。すぐに大きな津波が来ないからといって避難をしないと、津波に
巻き込まれてしまうかもしれません。また、津波は何度もくり返しやってきます。津波警報等が解除
されるまでは、波が引いたからといって津波の恐れがある場所に戻らないようにしましょう。
③　津波は30cmくらいの高さでも、大人が立っていられないほどの威力があります。
④　家族が近くにいない時に津波警報等が発表されたら、家族も逃げているはずだと信じて、家族を
探しに行かずにまずは避難しましょう。

①　津波警報、注意報等の基準の一覧表を掲載する。
②　市町ごとの津波の最大波の高さと到達時間の一覧を掲載する。

○ ○

5 演習5 避難
（問題５）
地震発生後の避難に関して、正し
いものをすべて選びなさい。

□①しばらく別の場所に避難する場合は、部屋の電気はつけたままにして
おく。
□②避難経路は、事前にいくつか決めておくとよい。
□③避難先では、周りの手伝いができる状況の人は手伝うとよい。
□④一度大きな地震が起こったら、しばらくは大きな地震は起こらないの
で、安心して過ごす。

②
③

①　しばらく別の場所に避難する場合や、停電している場合には、ブレーカーを落としておかない
と、停電から復旧したときに通電火災が発生する恐れがあります。
②　避難する際、地震による液状化や建物の倒壊、火事などで、事前に決めていた道が通れない可能
性もあります。そのような場合に備えて、避難経路は事前にいくつか決めておきましょう。
③　避難先では、様々な人が同じ場所で過ごします。周りを手伝える状況の人は、大人に相談した上
で、積極的に手伝いましょう。
④　大きな地震の発生直後には1日に何度も大きな余震が起こることもあり、注意が必要です。余震
の発生回数は、時間の経過とともに減っていきます。

④余震の回数のグラフを掲載する。
例：兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）、新潟県中越地震
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/aftershocks/kiso_aftersh
ock.html

人物セリフ「（新潟県中越地震のグラフを踏まえて）余震でも規模の大きな
地震が発生することがあるんだね。」

○ ○

1 演習1 安全なスペース
（問題１）
安全なスペースの確保に関して、
正しいものをすべて選びなさい。

□①揺れているときに安全なスペースは、物が落ちてこない、倒れてこな
い、移動してこない場所である。
□②緊急地震速報が発表されてからその場で安全なスペースを作るとよ
い。
□③リビングのテーブルの下が安全なスペースである場合、自分の部屋に
安全なスペースは必要ない。
□④安全なスペースを確保・拡大する方法は、家具の固定のみである。

①

①　揺れているときに安全なスペースは、物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこない場所で
す。たとえば、丈夫なテーブルの下や、近くに物がなく開けたスペース等があります。
②　緊急地震速報が発表されてから強い揺れが到達するまでの時間は、数秒から長くても数十秒程度
です。緊急地震速報が発表されてから安全なスペースを作ることは難しいので、普段から意識して安
全なスペースを作っておきましょう。
③　地震は、いつどこで起こるか分かりません。リビングに安全なスペースがあったとしても、地震
が起こったときの自分のいる場所によっては、強い揺れが来たときに、そこにたどり着けるか分かり
ません。自宅の中には、できるだけ多くの安全スペースを作っておきましょう。
④　安全なスペースを確保・拡大する方法には、家具の固定の他、家具の配置の見直しなどもありま
す。

①　安全なスペースのイラストを掲載する。
④　家具の配置を変えることで安全なスペースが増えることを示すイラスト
を掲載する。

○ ○

2 演習2
非常持出品・備蓄
品

（問題２）
非常持出品・備蓄品について、正
しいものをすべて選びなさい。

□①非常持出品は、リュックサックに入る程度の量で、避難するときに
持って行く物である。
□②非常持出品・備蓄品は、地震が起こってからそのときに必要な物を準
備するとよい。
□③食品や日用品の備蓄には、ローリングストックという方法を活用する
とよい。
□④非常持出品・備蓄品は、一度揃えたら内容を見直す必要はない。

①
③

①　非常持出品は、リュックサックに入る程度の量で、一人一つ用意しておきましょう。また、実際
に背負って移動できる重さかどうか、確かめておきましょう。
②　地震が起こった後、速やかな避難が求められる場合は、非常持出品を準備する時間がないかもし
れません。また、物流が止まり、必要な物が手に入らなくなる可能性もあります。日頃から非常持出
品・備蓄品ともに、必要な物を考えて準備しておきましょう。
③　ローリングストックとは、普段食べている食品等を多めに買い置きしておき、日常生活で賞味期
限の近いものから使い、使った分を買い足すことです。食品だけでなく、トイレットペーパーやマス
ク、乾電池などの日用品にも活用できます。
④　時間が経つと、災害時に必要な物が変わったり、用意していた食品の期限が切れたりします。非
常持出品・備蓄品は、定期的に内容の見直しを行いましょう。

具体的な物を写真やイラストで例示する。 ○ ○

3 演習3 ハザードマップ
（問題３）
ハザードマップについて、正しい
ものをすべて選びなさい。

□①津波のハザードマップに書いてある高さ以上の浸水の可能性はない。
□②津波警報等が出るまでは津波のハザードマップを確認する必要はな
い。
□③ハザードマップは、自宅周辺のものだけ確認すれば問題ない。
□④ハザードマップを見て、避難先や避難経路は複数考えておくとよい。

④

①　基本的に、津波が想定される場所はハザードマップに記載されています。ただし、東北地方太平
洋沖地震（東日本大震災）のように想定外の地震が起こると、ハザードマップに記載されている高さ
以上の浸水や、ハザードマップに記載されていない場所への浸水などが起こる可能性も否定できませ
ん。
②　津波警報等が出たら迷わず速やかに行動できるよう、地震が起こる前に津波のハザードマップを
確認しておきましょう。
③　いつどこで地震が起こっても適切な避難ができるよう、自宅だけではなく、他のよく行く場所等
のハザードマップも確認しておきましょう。
④　想定していた避難先や避難経路が必ず利用できるとは限りません。避難先や避難経路をあらかじ
め複数決めておくことで、様々なケースに対応ができます。

（調べてみよう）
・自然災害伝承碑
・「J-SHIS」（その場所の揺れやすさなどが分かる）

○ ○

3 演習4 ハザードマップ

（問題４）
次のハザードマップを見て分かる
こととして正しいものを、すべて
選びなさい。

（県内のどこかの津波のハザードマップを提示する。
「凡例」に該当する部分は別途拡大して見やすくなるよう示す。
　仮の例…海田町ハザードマップ）

□①➊の辺りには、浸水深約1.0～3.0mの津波が来る可能性がある。
□②➋の地点にいるときに津波警報が出たら、緊急の場合には★の場所に
逃げることも選択肢として考えられる。
□③➌の地点は浸水深約30cm程度の津波しか想定されていないため、避難
しなくても問題はない。
□④➍の地点は津波の浸水は想定されていないため、地震発生後に津波の
情報を確認する必要はない。

①
②

①　ハザードマップに塗られている色を見て、どこにどのような危険性があるかを把握しましょう。
②　津波の浸水想定区域内にある避難場所は、緊急の場合にのみ利用することとし、基本的には津波
の浸水想定区域外にある場所に逃げるようにしましょう。
③　津波は30cm程度の高さであっても、立っていられないほどの力があります。津波が来る場合には
避難しましょう。
④　ハザードマップは、一定の条件の下で計算した想定を示しているものであり、これよりも大きな
津波が発生する可能性も否定はできません。ハザードマップで色が塗られていないからといって油断
せず、情報収集をしながら行動するようにしましょう。

問題イメージ例（出典：海田町ホームページ）

○ ○

2

3

➊

➋
★

➌

➍



4 演習5
家族との集合場
所・連絡方法

（問題５）
家族との集合場所・連絡方法につ
いて、正しいものをすべて選びな
さい。

□①災害用伝言ダイヤルと災害用伝言板は、いつでも使うことができる。
□②スマートフォンを持っていない場合、災害用伝言ダイヤルを使うこと
ができない。
□③伝言を残すときは、無事かどうかだけを伝えるとよい。
□④地震が起こったときに家族で集合する場所をあらかじめ決めておくと
よい。

④

①　災害用伝言ダイヤルと災害用伝言板は、災害時と、毎月1日、15日、毎年1月1日～3日、防災週間
（8月30日～9月5日）、防災とボランティア週間（1月15日～21日）に、体験利用ができます。家族と
一緒に使う練習をしておきましょう。
②　災害用伝言ダイヤルは、スマートフォン以外にも、公衆電話で利用することもできます。スマー
トフォンを持っていなかったり、スマートフォンが使えなかったりした場合には、公衆電話からの利
用も検討しましょう。公衆電話がどこにあるかを事前に確認して、実際に使って練習をしておきま
しょう。
③　伝言を残すときは、➊「誰が」➋「どこに」避難しているか、➌無事かどうか、➍次の連絡の予
定、の4点を伝えましょう。
④　地震が起こったときに、家族と必ず連絡が取れるとは限りません。連絡が取れない場合に備え
て、家族で集合する場所をあらかじめ決めておきましょう。時間や、目印になる具体的な物まで決め
ておくと、より集合しやすいです。

①分かりやすく表で示す。
④時計がある公園で、ベンチ（例）の周りで家族が合流しているイラスト

○ ○

- 演習6
地震への備え　全
般

（問題６）
あなたの住む市や町のホームペー
ジや、広島県のホームページで
は、地震や津波に関するどのよう
な情報が分かるでしょうか。調べ
てみましょう。

（市や町、県のホームページを見て分かったこと）（自由記述欄）

【参考】
・広島県　防災情報ポータルサイト
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/soshiki/249/sougurumi-bousai.html
・広島県　地震被害想定（令和７年10月）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kikitorikumi/1181640340970.ht
ml
・広島県　津波浸水想定図（令和７年10月）
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kikitorikumi/tsunamisinsuisou
teizu.html
・広島県防災Web
https://www.bousai.pref.hiroshima.lg.jp/

市や町、県のホームページでは、想定される震度や津波の危険性、災害への備えなど、さまざまな情
報を得ることができます。
どこにどのような情報があるのか知っておき、地震への備えやいざというときの情報収集に役立てま
しょう。

広島県防災Webの画像、市町のホームページの画像（一部抜粋）を掲載する。 × ○

採点
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作
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× ○
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（動画）緊急地震速報のテレビ画面の映像 × ○

－ 演習1

・揺れているとき
に取る行動①
・緊急地震速報
・安全なスペース
の確保・拡大

緊急地震速報の音が鳴ったら、近くの安全なスペースで、体を守る姿勢をと
りましょう。
安全なスペースとは、物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこないス
ペースです。
体を守る姿勢には、安全行動1-2-3や、頭を守る姿勢などがあります。
今回の状況の場合、この中であれば、近くにテーブルがあるので、テーブル
の下で安全行動1-2-3を行うことで、安全を確保できると考えられます。ただ
し、このテーブルは動かないように対策がされていないため、揺れによって
テーブルが大きく動いて逆に危険となる可能性もあります。揺れがおさまる
までは、テーブルの脚を両手でしっかりと掴むようにしましょう。また、事
前にテーブルや棚などの家具の固定をして、より多くの安全なスペースを
作っておきましょう。

× ○

－ 演習2
・揺れの伝わり方
・揺れているとき
に取る行動②

弱い揺れ（初期微動）の後に、強い揺れ（主要動）がくるかもしれません。
感じる揺れがあまり大きくなかったとしても、揺れが完全に収まるまでは、
安全なスペースで体を守る行動を続けましょう。

× ○

4

単元④　シミュレーション課題①
与えられた状況でどのような行動をとるか考えることを通じて、地震発生時に自ら判断して適切な行動を取る力を養う。
状況は、写真またはイラストと、文章で提示する。
何も準備していないとどうなるかの疑似体験→基礎単元の知識の復習、準備の大切さ実感、学習や備えに対する意欲アップ。

◆この単元では、大きな地震が発生してから刻々と変化する状況に応じて、あなたがどのように行動するかをシミュレーションしていきます。
あなたの自宅が次のような状況だと仮定した場合、自宅にいるときに大きな地震が発生したらどうするかを、考えてみましょう。

（①状況設定を提示する。
②実際の家の中の写真またはイラストを提示する。部屋の中に安全なスペースがあまりない状況を設定する。
例：部屋の中には、棚、壁掛け型のテレビ、テーブル、窓ガラス、吊り下げ式の電灯等がある。部屋の出入口付近に家具があり、地震によって部屋の出入口が塞がるような置き方をしている。
③自宅の外観と町の様子が分かるイラストを提示する。自宅：2階建ての一軒家。海の近くに位置する。自宅のすぐ近くには、津波から安全を確保できそうな丈夫な4～5階建ての建物がある。自宅から少し離れた高台には学校がある。）

《状況設定》（あらかじめこちらで設定して生徒に提示する）
日時：20XX年1月X日　17:00
場所：自宅の居間
周りにいる人
　家族：周りにはいない/周りにいる
　その他の人：周りにはいない/周りにいる
何をしている：自宅の居間でテレビを見ている
津波の危険性：なし/あり（　1.5　）m
避難先：決めていない /決めている
災害に備えて準備していること：（　特になし　）

問題

◆緊急地震速報の数秒後に、あなたがいる場所が揺れ始めました。あなたは今、カタカタという程度の弱い揺
れを感じています。どうしますか。（自由記述）

（ヒント）
人物「そんなに大きな地震じゃないから、もう大丈夫かな？」

解答例

◆緊急地震速報の音が鳴りはじめました。
あなたはどこでどのような行動をとりますか。（自由記述）

（解答例）
大きな揺れがくるかもしれないので引き続き近くのテーブルの下で安全行動1-2-3を継続する。

3

（解答例）
近くのテーブルの下で安全行動1-2-3を行う。



× ○

－ 演習3
・揺れが収まった
直後に取る行動

揺れが収まった後、速やかに避難しなければならない状況になる可能性があ
ります。必要な物を素早く持って避難できるよう、非常持出品は事前に準備
しておきましょう。

× ○

（動画）津波警報が発表されているテレビ画面の映像 × ○

－ 演習4

・津波が来るとき
に取る行動
・避難先・避難経
路の確認

津波警報が発表された場合、1m超3m以下の津波が予想されます。
津波が来る前に、できるだけ海や川から離れた高台や丈夫な高い建物など、
より安全な場所に避難しましょう。
今回は、ハザードマップは確認できていませんが、自宅の2階よりも、近くの
丈夫そうな高い建物に避難する方が、津波が来る前により安全を確保できる
と考えられます。
避難の際には、周りの人に避難を呼びかけることも大事です。
また、ペットがいる人は、ペットも連れて避難しましょう。
その場合、ペットを連れて行くことができる避難先をあらかじめ確認してお
きましょう。
そして、想定外の地震が起こった場合、想定以上の高さの津波が来たり、津
波が来ないと思った場所に津波が来たりする可能性があります。
想定にとらわれず、その場の状況を見て臨機応変に判断・行動しましょう。

× ○

－ 演習5
・家族との集合場
所、連絡手段の確
認

災害用伝言ダイヤルに録音できる長さは1回30秒です。
30秒の間に次のようなことを伝えられるよう、練習しておきましょう。
➊誰が
➋どこにいるか
➌無事かどうか
➍今後の予定（次の連絡の予定など）

災害時には、携帯電話だけでなく公衆電話を使って、災害用伝言ダイヤルで
伝言を残したり聞いたりすることができます。伝言を残すための電話番号が
必要なので、誰の電話番号に伝言を残すのか、あらかじめ家族で決めておき
ましょう。

× ○

－ 演習6

・家族との集合場
所、連絡手段の確
認
・非常持出品・備
蓄品の確認
など

今回の演習を通じて新たに気付いたことがあれば、それらも含め、地震が起
こる前にしっかりと必要な準備や確認をしておきましょう。

× ○
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× ○

4

◆この単元では、大きな地震が発生してから刻々と変化する状況に応じて、あなたがどのように行動するかをシミュレーションしていきます。
まずはあなたにとって身近な状況を具体的に設定し、設定した状況において大きな地震が発生した場合に、「自分だったらどうするか？」を考えてみま
しょう。

《状況設定》（生徒が自分で設定する）
日時：（　　　）年（　　　）月（　　　）日（　　　）時（　　　）分
場所：（　　　　　　　　　　　　　）
周りにいる人
　家族：周りにはいない/周りにいる（ペット等含めて具体的に記入）
　その他の人：周りにはいない/周りにいる（具体的に記入）
何をしている：（　　　　　　　　　　　　　　）
津波の危険性：あり/なし　（※津波の危険性を調べて選択）
近くの避難先：（　　　　　　　　　　　　　）
家族との集合場所：（　　　　　　　　　　　　　）
災害に備えて準備していること：（　　　　　　　　　　　　　　　）

※　津波の危険性や避難先を調べる時の参考
・重ねるハザードマップ
・広島県防災Web
・広島県「みんなで減災」はじめの一歩　避難所・避難場所検索

◆自宅がある地域に津波警報が出たようです。
あなたはこれまでに避難先やハザードマップの確認はしておらず、これからすぐにハザードマップを確認する
のも困難な状況です。
あなたはどうしますか。（自由記述）

◆数時間後、自宅に高さ1.5ｍの津波がやってきたようです。
そこからさらにしばらく経った後、津波警報が解除されました。
その後も家族と連絡が取れない状況が続く中、あなたは公衆電話を発見しました。
公衆電話を使って災害用伝言ダイヤルで家族の電話番号を確認しましたが、家族からの伝言は登録されていま
せんでした。
しかし、あなたは災害用伝言ダイヤルで家族に伝言を残すことができそうです。どのような内容の伝言をしま
すか。
30秒以内に話せる量を目安に、実際に電話で話すとおりに書きましょう。（自由記述）

【あなたの状況】
・今は地震発生の翌日の午後である。
・携帯電話は通信状況が悪くてすぐに使える見込みが立っていない。
・家族の誰とも連絡が取れておらず、早く会いたいと考えている。
・けがはしていない。
・担任の先生や友人のAさんたちと一緒に中学校の体育館にいる。
・家族の電話番号は分かる。
・家族と集合場所や連絡方法は決めていない。

◆自宅は、津波の被害を受けているため、しばらく暮らせそうにありません。
あなたは、家族と会えるまで、避難所にいようと考えました。
もし、地震が起こる前に戻ることができるとしたら、どのような準備をしておこうと思いますか。
（自由記述）（ここまで登場した写真・イラスト再掲）

【あなたの今の状況】
・家族の状況が分からない。
・持ち物
…ここまでの設問への解答で持ち物について言及している場合　→　解答の際に言及した物
ここまでの設問への解答で持ち物について言及していない場合　→　持ち物なし
・避難所である体育館が寒い（避難所の様子を写真またはイラストで提示）
・避難所に支援物資が届くまで数日かかる見込み。

◆あなたは何とか無事で、動ける状態です。揺れが収まった直後に何をしますか。（自由記述）
※ヒントをイラストか何かで示す？

単元⑤　シミュレーション課題②（マイ・タイムラインシート作成含む）
シミュレーション課題①のシチュエーション部分を自分で設定して、同じように具体的に想像しながらシミュレーションしていくことで、地震発生時に自ら判断して適切な行動を取る力を養う。
マイ・タイムラインは広島県公式ホームページ内に掲載しておき、単元の最後でそのページに誘導する。

「弱い揺れが数秒続いた後、はわないと動くことができないほど強い揺れが数十秒続き、その後、揺れが収まりました。」
（写真またはイラスト）部屋の様子を示す。家具が入口を塞いでいる。（頑張れば動かせそうな程度の家具）
（動画）震源、震度等の情報がでているテレビ画面の映像

（解答例）
・けがをしないように靴やスリッパを履く。
・出入り口付近の家具を動かして、出入り口のドアを開ける。
・情報収集をする。
・非常持出品を準備する。

（解答例）
・食べ物や飲み物を持って近くの丈夫そうな高い建物に向かう。

（解答例）
広島 県太です。今、担任の先生やAさんたちと一緒に、○○中学校の体育館に避難しています。無事です。
明日の15時に××公園にいるので、可能であれば、そこに来てください。

（解答例）
・部屋の中に安全なスペースを作る。
・非常持出品、備蓄品を準備する。
・避難先を決める。
・家族と連絡方法を決める。
・家族と集合場所を決める。

重ねるハザードマップ

広島県防災Web

避難所・避難場所検索｜広島県「みんなで減災」はじめの一歩



単元 －
問題番

号
関連する基礎単元

の項目
解説・補足など 採点

問題・解説の
コンテンツ制

作
（イラスト、
画像、動画

等）

－ 演習1

・揺れているとき
に取る行動①
・緊急地震速報
・安全なスペース
の確保・拡大

緊急地震速報の音が鳴ったら、近くの安全なスペースで、体を守る姿勢をと
りましょう。
安全なスペースとは、物が落ちてこない、倒れてこない、移動してこないス
ペースです。
体を守る姿勢には、安全行動1-2-3や、頭を守る姿勢などがあります。

× ○

－ 演習2
・揺れの伝わり方
・揺れているとき
に取る行動②

弱い揺れの初期微動の後に、強い揺れの主要動がくるかもしれません。
感じる揺れがあまり大きくなかったとしても、揺れが完全に収まるまでは、
安全なスペースで体を守る行動を続けましょう。

× ○

－ 演習3

・地震の大きさを
表すマグニチュー
ドと震度
・揺れが収まった
直後に取る行動

まずは身の安全を確保しましょう。また、いつでも避難できるように、素早
く避難の準備をしましょう。

× ○

分岐A…最初に「津波の危険性あり」と選択した生徒に提示

－ 演習4-A
・津波が来るとき
に取る行動

あなたがいる地域に津波注意報、津波警報、大津波警報が発表されたら、必
要な物を可能な範囲で持って、高台や丈夫な高い建物に避難しましょう。
避難の際に、周りの人に避難を呼びかけることも大事です。

× ○

－ 演習5-A
・家族との集合場
所、連絡手段の確
認

災害用伝言ダイヤルに録音できる長さは1回30秒です。
30秒の間に次のようなことを伝えられるよう、練習しておきましょう。
➊誰が
➋どこにいるか
➌無事かどうか
➍今後の予定（次の連絡の予定など）

災害時には、携帯電話だけでなく公衆電話を使って、災害用伝言ダイヤルで
伝言を残したり聞いたりすることができます。伝言を残すための電話番号が
必要なので、誰の電話番号に伝言を残すのか、あらかじめ家族で決めておき
ましょう。

× ○

分岐B…最初に「津波の危険性なし」と選択した生徒に提示

－ 演習4-B
・避難するときの
注意点

近くで火災が起きている、建物が崩れそう、崖や斜面が近くにある、津波の
危険がある場合には、速やかに安全な場所に避難しましょう。

× ○

－ 演習5-B
・家族との集合場
所、連絡手段の確
認

災害用伝言ダイヤルに録音できる長さは1回30秒です。
30秒の間に次のようなことを伝えられるよう、練習しておきましょう。
➊誰が
➋どこにいるか
➌無事かどうか
➍今後の予定（次の連絡の予定など）

災害時には、携帯電話だけでなく公衆電話を使って、災害用伝言ダイヤルで
伝言を残したり聞いたりすることができます。伝言を残すための電話番号が
必要なので、誰の電話番号に伝言を残すのか、あらかじめ家族で決めておき
ましょう。

× ○

分岐AB共通

－ 演習6
・避難するときの
注意点

避難先では、普段と違う環境で生活することになります。
周りの人への配慮や、少しでも普段に近い生活を送るための準備（非常持出
品）等が重要です。
避難先では、基本的に自分のことは自分でしたうえで、周りの人を手伝うこ
とができる場合には、積極的に手伝いましょう。

× ○

－ 演習7

・家族との集合場
所、連絡手段の確
認
・非常持出品・備
蓄品の確認
など

× ○

◆近くで火災が発生したようです。
あなたはどうしますか。（自由記述）

◆あなたは、しばらく避難先で過ごすことにしました。
避難先で過ごすためには、どのようなことが必要でしょうか。
準備することや気を付けることなどを書きましょう。（自由記述）

◆ここまでを振り返り、その場所で地震が起こった場合に備えて、どのような準備をしておこうと思います
か。（ここまで登場した写真・イラスト再掲）
振り返りながら、マイ・タイムラインシートを作成しましょう。
（マイ・タイムラインシート（Word、PDF等）のファイルを広島県のホームページに掲載しておき、そこに遷
移。タブレット上or印刷して紙でシートを作成する。）

◆あなたは無事ですが、携帯電話の通信状況が悪く、家族と連絡が取れない状況が続いています。
その後、あなたは公衆電話を発見しました。
公衆電話を使って災害用伝言ダイヤルで家族の電話番号を確認しましたが、現時点で家族からの伝言は登録さ
れていませんでした。
しかし、あなたは災害用伝言ダイヤルで家族に伝言を残すことができそうです。
あなたはどのような内容の伝言をしますか。
今どこにいるのか等、状況を具体的に想定し、30秒以内に話せる量を目安に、実際に電話で話すとおりに書き
ましょう。（自由記述）

（ヒント）
人物A「あなただったら家族のどんな情報が知りたいかな？」
人物B「私だったら、まず、無事なのか、どこにいるのかが知りたいかな。」

◆緊急地震速報の音が鳴りはじめました。
あなたはどこでどのような行動をとりますか。（自由記述）

◆緊急地震速報が発表された数秒後に、あなたがいる場所が揺れ始めました。あなたは今、カタカタという程
度の小さな揺れを感じています。
どうしますか。（自由記述）

（ヒント）
人物「そんなに大きな地震じゃないから、もう大丈夫かな？」

◆小さな揺れが数秒続いた後、はわないと動くことができないほど強い揺れが数十秒続き、その後、揺れが収
まりました。
あなたは何とか無事で、動ける状態です。
次にどうしますか。
あなたの周りがどのような状況になっているかを具体的に想像して、考えましょう。
（自由記述）

◆あなたがいる地域に津波注意報が出たようです。
あなたはどうしますか。（自由記述）

◆数時間後、最初にあなたがいた場所には、高さ1ｍの津波がやってきたようです。
そこからさらにしばらく経った後、津波注意報が解除されました。
その後、携帯電話の通信状況が悪く、家族と連絡が取れない状況が続く中、あなたは公衆電話を発見しまし
た。
公衆電話を使って災害用伝言ダイヤルで家族の電話番号を確認しましたが、現時点で家族からの伝言は登録さ
れていませんでした。
しかし、あなたは災害用伝言ダイヤルで家族に伝言を残すことができそうです。
あなたはどのような内容の伝言をしますか。
津波注意報が解除された後の状況（今どこにいるのか等）を具体的に想定し、30秒以内に話せる量を目安に、
実際に電話で話すとおりに書きましょう。（自由記述）

（ヒント）
人物A「あなただったら家族のどんな情報が知りたいかな？」
人物B「私だったら、まず、無事なのか、どこにいるのかが知りたいかな。」

解答例

5

（解答例）
火災の恐れがない場所に速やかに避難する。

（解答例）
・非常持出品を持って行く。
・避難先のルールを守る。
・大声で騒がない。
・乳幼児、高齢者や体が不自由な人に配慮する。
・困っている人や体調が悪そうな人がいたら受付に伝える。
・できる限り避難所の運営に協力する。

（マイ・タイムラインシート作成）

（解答例）
広島 県子です。今、近所のBさんと一緒に、○○中学校の体育館に避難しています。無事です。明日の15時
に××公園にいるので、可能であれば、そこに来てください。

（解答例）
・部屋の中央にある近くに物がないスペースで、頭を守る姿勢を取る。
・教室の自分の机の下で、安全行動1-2-3を行う。

（解答例）
強い揺れがくるかもしれないので、引き続き近くに物がないスペースで頭を守る姿勢を取る。（近くの丈夫
なテーブルの下で安全行動1-2-3を行う。）

（解答例）
・靴やスリッパをはく。
・火の元を確認する。
・出口を確保する。
・情報を収集する。
・事前に作っておいた非常持出品袋を準備する。

（解答例）
必要な物を持って近くの避難先である丈夫な高い建物に向かう。

（解答例）
広島 県子です。今、近所のBさんと一緒に、○○中学校の体育館に避難しています。無事です。明日の15時
に××公園にいるので、可能であれば、そこに来てください。

問題



中学生向け地震・津波マイ・タイムラインシート（仮称）項目案 ※　内容は基本的に小学校高学年のシートと同じ。デザイン等を中学生向けにする。

場所の設定 （ ）にいるときに地震が起こったらどうする？

揺れる前 事前の準備 ※その場所で事前にできることにチェックをしましょう。

□安全なスペースの確認

□安全なスペースの確保・拡大（自宅の家具の固定など）

□ハザードマップの確認

□非常持出品・備蓄品の準備

□その他 （ ）

揺れているとき 揺れているときの行動 安全なスペース ※事前に確認や確保・拡大をした安全なスペースを書きましょう。

（ ）

体を守る行動 （安全行動1-2-3、頭を守る姿勢）

揺れがおさまった後 まずやること 自分や周りの人の安全確認

けがの防止

火の元の確認

出口の確保

情報の収集

その他 （ ）

↓

津波の危険性 ※その場所の津波の危険性をハザードマップで確認して、チェックをしましょう。
【参考】
高潮・津波災害ポータ
ルひろしま

□あり（　　　　　）m
https://www.takashio
.pref.hiroshima.lg.j
p/portal/top.aspx

↓ ↓ ↓

周囲の様子 ↓ 危ないと感じる

↓

（・建物が崩れそう
　・近くで火災が起きている
　・崖や斜面が近くにある
　・津波の危険がある）

↓ ↓ ↓

まず避難する場所 （ ） その場所にとどまる

↓ ↓

家族で集まる場所 （ ）

□なし

危ないと感じない

別紙４

https://www.takashio.pref.hiroshima.lg.jp/portal/top.aspx
https://www.takashio.pref.hiroshima.lg.jp/portal/top.aspx
https://www.takashio.pref.hiroshima.lg.jp/portal/top.aspx


家族との連絡方法

名前 電話番号 メモ 使用する伝言サービス

□災害用伝言ダイヤル

□災害用伝言板

使用する電話番号

（ ）

非常持出品・備蓄品リスト （イラスト）

□飲料水

□食料

□薬

□懐中電灯

□ラジオ

□モバイルバッテリー

□電池

□ヘルメット

□軍手

□ホイッスル

□衣類

□救急セット

□マスク・消毒液

□ライター・ろうそく

□ティッシュ・タオル

□歯みがきセット

□ポリ袋

□簡易トイレ

□暑さ、寒さ対策（アルミブランケットなど）

□現金

□その他、必要な物 （ ）

【参考】広島県「みんなで減災」はじめの一歩＞防災グッズ一覧

https://www.gensai.pref.hiroshima.jp/prepare/goods.html

https://www.gensai.pref.hiroshima.jp/prepare/goods.html


メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

演習1 演習2 演習3 演習4 終了
大雨になりやすい原因

　大雨になりやすい原因①～③と、それらについて説明した文　～ 　
の、適切な組み合わせにチェックを入れなさい。

A C
問 題

を見る解 答 解 説

実践
じっせん

C
上空に伸びる雨雲が次 と々発生し、ほぼ
同じ地域を通り、とどまることで、雨雲の
下の狭い範囲に大雨を降らせる。

強い風だけでなく、大雨を伴い広い範囲
に長時間の大雨を降らせることも多い。

①停滞前線
（梅雨前線、秋雨前線など）

ていたい

②線状降水帯 ③台風

ともな はん い

はん い

A

B 6月頃や9月頃に発生し、同じ地域の広
い範囲に長時間の大雨をもたらす。

ごろ

はん い

ごろ

はんせま

の

い

あきさめ

Unit10101shinkou.jpgUnit10101shinkou.jpg

Unit10102mondai.jpgUnit10102mondai.jpg

Unit10109kaitoukaisetsu.jpgUnit10109kaitoukaisetsu.jpg

Unit10103hyouA.jpgUnit10103hyouA.jpg

Unit10106hyou1.jpgUnit10106hyou1.jpg Unit10107hyou2.jpgUnit10107hyou2.jpg Unit10108hyou3.jpgUnit10108hyou3.jpg

Unit10104hyouB.jpgUnit10104hyouB.jpg

Unit10105hyouC.jpgUnit10105hyouC.jpg

別紙５

Administrator
長方形



メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

C
上空に伸びる雨雲が次 と々発生し、ほぼ
同じ地域を通り、とどまることで、雨雲の
下の狭い範囲に大雨を降らせる。

強い風だけでなく、大雨を伴い広い範囲
に長時間の大雨を降らせることも多い。

①停滞前線
（梅雨前線、秋雨前線など）

ていたい

②線状降水帯 ③台風

ともな はん い

はん い

A

B 6月頃や9月頃に発生し、同じ地域の広
い範囲に長時間の大雨をもたらす。

ごろ

はん い

ごろ

はんせま

の

い

あきさめ

　前線とは、暖かい空気と冷たい空気の境目のこと。
　梅雨前線や秋雨前線は、ほとんど移動せず、同じ位置にとどま
る「停滞前線」の１つです。同じ地域の広い範囲に長時間の雨をも
たらします。

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

大雨になりやすい原因演習1

大雨になりやすい原因と、その特徴を理解する。
とくちょう

　大雨になりやすい原因①～③と、それらについて説明した文　～ 　
の、適切な組み合わせにチェックを入れなさい。

A C

てい たい はん い

停滞前線（梅雨前線、秋雨前線など）

とくちょう
大雨になりやすい原因の
それぞれの特徴を、
動画で再度確認
しておこう!

解 答

出題のね らい

解 説
①

　線状降水帯とは、線状に伸びる強い降水域のこと。
　上空に伸びる雨雲が次々と発生し、ほぼ同じ地域を通ったりと
どまったりすることで、雨雲の下の狭い範囲に大雨を降らせます。

せま

の

はん い

線状降水帯②

　熱帯低気圧のうち、最大風速が秒速17m以上に発達したもの。
　強い風だけでなく、大雨を伴い広い範囲に長時間の大雨を降
らせることも多くあります。
　また、日本付近に前線があると、台風の影響で南の海上から流
れこむ暖かく湿った空気が前線の活動を活発にします。
そのため、台風から離れた場所でも大雨になることがあります。

はな

えいきょう

ともな

はんともな い

台風③

地球温暖化の進行に伴って、極端な気象現象の回数は、
今後も増加することが予測されている。

きょくたん
覚えて
おこう!

あきさめていたい

あきさめ

の

Unit10110kaitou.jpgUnit10110kaitou.jpg

Unit10111kaisethu1.jpgUnit10111kaisethu1.jpg

Unit10112kaisethu3.jpgUnit10112kaisethu3.jpg



メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

演習1 演習2 演習3 演習4 終了

を見る解 答 解 説

土砂災害とは
ど しゃ

　土砂災害の説明として適切なものを、次の①～⑤までの中から、すべ
て選びなさい。

ど しゃ

問 題

土石流とは、大雨などで崩れた土砂に大量の水が混じって、谷を流れ下る現象である。

土石流は、土石流が通る谷に住宅地があると大きな被害をもたらす可能性がある。しか
し、その速さは、人が走れば逃げきることができる速度である。

土砂災害とは、大雨によってがけが崩れたり、崩れた土砂が流れ下ったりすることによっ
て、家が壊されたり、人が亡くなったりする災害のことである。

こわ な

ど しゃ ど しゃくず くず

ひ がい

どくず しゃ

に

①

②

③

がけ崩れとは、大雨で地盤が緩んだ斜面が急に崩れ落ちてくる現象である。急な斜面で
発生しやすい。

くず じ ばん ゆる しゃ めん くず しゃ めん

④

がけ崩れは、土石流と比較すると影響を及ぼす範囲は限られている。しかし、一瞬で崩れ
落ちてくるため、人命に被害が生じる危険性がある。

くず ひ かく

ひ がい

えい きょう およ いはん いっしゅん くず

⑤

実践
じっせん

Unit10201shinkou.jpgUnit10201shinkou.jpg

Unit10202mondai.jpgUnit10202mondai.jpg

Unit10203kaitoukaisetsu.jpgUnit10203kaitoukaisetsu.jpg



メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

斜面が急に崩れ落ちてくる現象。
一瞬で崩れ落ちてきた土砂が家を
押しつぶすため、人命に被害が生
じる危険性がある。

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

土砂災害とは演習2

土砂災害の特徴や、土石流やがけ崩れ発生の仕組みを理解する。
ど しゃ とくちょう くず

ど しゃ

　大雨によってがけが崩れたり、崩れた土砂が流れ下ったりす
ることによって、家が壊れたり、人が亡くなったりする災害のこと。

くず

こわ な

くず ど しゃ

土石流

土石流・がけ崩れは、
どちらもいつ発生するかの予想が難しいため、
早めに安全な場所へ避難することが重要！

ここが間違
い！ま ちが

くず

ひ なん

ひ がい

くず

出題のねらい

解 答

解 説

土石流とは、大雨などで崩れた土砂に大量の水が混じって、谷を流れ下る現象である。

土石流は、土石流が通る谷に住宅地があると大きな被害をもたらす可能性がある。しか

し、その速さは、人が走れば逃げきることができる速度である。

土砂災害とは、大雨によってがけが崩れたり、崩れた土砂が流れ下ったりすることによっ

て、家が壊されたり、人が亡くなったりする災害のことである。
こわ な

ど しゃ ど しゃくず くず

ひ がい

どくず しゃ

に

①

②

③

がけ崩れとは、大雨で地盤が緩んだ斜面が急に崩れ落ちてくる現象である。急な斜面で

発生しやすい。

くず じ ばん ゆる しゃ めん くず しゃ めん

④

がけ崩れは、土石流と比較すると影響を及ぼす範囲は限られている。しかし、一瞬で崩れ

落ちてくるため、人命に被害が生じる危険性がある。

くず ひ かく

ひ がい

えい きょう およ いはん いっしゅん くず

⑤

　土砂災害の説明として適切なものを、次の①～⑤までの中から、すべ
て選びなさい。

ど しゃ

ど しゃ

土砂災害

ど しゃ

土砂災害の原因となる現象

大雨などで崩れた土砂が大量の水
と混じって、谷を流れ下る現象。土
石流が通る谷に住宅地があると、
家や人命などに大きな被害をもたら
すことがある。

がけ崩れ

土石流はとても速く、
人が走っても、逃げきる
ことはできません。

③

くず くず

くず

お

しゃめんど しゃ

ど しゃ

覚えて
おこう!

土石流の
最大時速

約40km
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メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

演習1 演習2 演習3 演習4 終了
広島県で深刻な土砂災害が生じやすい理由

ど しゃ

広島県は、花崗岩が風化したマサ土が広く分布し、大量の水を含むと崩れやすい土地だ
から。

広島県は、他の都道府県に比べて人口が多いから。

広島県は、他の都道府県に比べて雨が多く降るから。

か こう がん ど ふく くず

①

②

③

広島県は、山の近くを開発して建てられた住宅地が多いから。④

を見る解 答 解 説

問 題 　広島県は、全国で土砂災害警戒区域等が最も多い県です。その主な
理由として適切なものを、次の①～④の中から、すべて選びなさい。

ど しゃ けいかい

実践
じっせん
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メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

全国で1年間に発生する土砂災害は、約1,400件といわれ
ているが、平成30（2018）年7月豪雨では、広島県だけで
1,242件の土砂災害が起こった。広島県は土石流やがけ崩
れなどが起きると、家や人命に被害が生じる深刻な土砂災
害になってしまいやすい。

広島県は、土砂災害の危険を示す土砂災害（特別）警戒区域が全国
で最も多く、約48,000か所あります。

ど しゃ けいかいど しゃ

　花崗岩が風化したマサ土で覆われた斜面は、大
量の水を含むと崩れやすい特徴があります。そのた
め、大雨が降ると、土石流やがけ崩れが起きやすいの
です。

ど おお

くず

か こうがん

ふく くず とくちょう

しゃ めん

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

演習3

広島県で深刻な土砂災害が生じやすい理由を理解する。
ど しゃ

ここが間違
い！ま ちが

①

広島県で深刻な土砂災害が生じやすい理由
ど しゃ

広島県の面積の半分が、花崗岩の地質である

覚えて
おこう!

ど しゃ

ど しゃ くず

ど しゃひ がい

ごう う

か こう がん

〈〈 広島県で深刻な土砂災害が生じやすい理由 〉〉
ど しゃ

出題のねらい

解 答

解 説

広島県は、花崗岩が風化したマサ土が広く分布し、大量の水を含むと崩れやすい土地だ

から。

広島県は、他の都道府県に比べて人口が多いから。

広島県は、他の都道府県に比べて雨が多く降るから。

か こう がん ど ふく くず

①

②

③

広島県は、山の近くを開発して建てられた住宅地が多いから。④

理由１

　広島県は、平地が少ないため、山の近くを工事し、
土地を作って建てられた住宅地が多くあります。そ
のため、土石流やがけ崩れが起きると、家や人命に
被害が生じる深刻な土砂災害となりやすいのです。
ひ がい ど しゃ

くず

平地が少なく、山の近くを開発して建てられた住宅地が多い理由2

広島県の年降水量の平年値は約1,500mm。全国平均は1,700mmで
あることから、広島県は、雨の多い地域とはいえません。

　広島県は、全国で土砂災害警戒区域等が最も多い県です。その主な
理由として適切なものを、次の①～④の中から、すべて選びなさい。

ど しゃ けいかい

Unit10304kaitou.jpgUnit10304kaitou.jpg
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メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

演習1 演習2 演習3 演習4 終了
浸水災害とは
しんすい

　浸水災害の説明として適切なものを、次の①～⑤までの中から、すべ
て選びなさい。

しん すい

問 題

洪水（外水氾濫）とは、大雨で水位の上がった川の水が、住宅地などに流れこむ現象である。
こう ずい はん らん

①

内水氾濫とは、大量の雨で溝や下水道が雨水を排水処理できなくなり、行き場がなくなっ
た水が市街地などにあふれる現象である。

はん らん はい すいみぞ

②

近くに川がない地域では、大雨による浸水の被害は発生しない。
しん すい ひ がい

③

を見る解 答 解 説

ひ がいだくりゅう

市街地などに川から大量の濁流が流れこんでくる場合は、被害が大規模になることが多い。④
しんすい

市街地に大雨が降った場合、地下道などの周囲よりも低い土地の浸水に注意する必要がある。⑤

実践
じっせん

Unit10401shinkou.jpgUnit10401shinkou.jpg
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メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

大雨で水位の上がった川の水が、
堤防を越えるなどして、住宅地など
に流れこむ現象。川から大量の濁っ
た水があふれて流れこんできた場合
は、被害が大きくなることが多い。

大量の雨で溝や下水道が雨水を排
水処理できなくなり、行き場がなく
なった水が市街地などにあふれる
現象。近くに川がない場合でも、浸
水することがある。

洪水（外水氾濫）

しんすい

浸水災害の原因となる現象

にご

しん

すい

はんらんはんらんこうずい

解 説 しん すい

浸水災害

内水氾濫

ていぼう

ひ がい

こ

みぞ はい

すい

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

演習4

浸水災害の特徴や、洪水・内水氾濫発生の仕組みを理解する。
しん すい とく ちょう こう ずい はん らん

　浸水災害の説明として適切なものを、次の①～⑤までの中から、すべ
て選びなさい。

しん すい

浸水災害とは
しん すい

③ 近くに川がない場合でも、内水氾濫が起こり、浸水することがあります。
ここが間違

い！ま ちが

覚えて
おこう!

出題のねらい

解 答

洪水（外水氾濫）とは、大雨で水位の上がった川の水が、住宅地などに流れこむ現象である。
こう ずい はん らん

①

内水氾濫とは、大量の雨で溝や下水道が雨水を排水処理できなくなり、行き場がなくなっ

た水が市街地などにあふれる現象である。

はん らん はい すいみぞ

②

近くに川がない地域では、大雨による浸水の被害は発生しない。
しん すい ひ がい

③
ひ がいだくりゅう

市街地などに川から大量の濁流が流れこんでくる場合は、被害が大規模になることが多い。④
しんすい

市街地に大雨が降った場合、地下道などの周囲よりも低い土地の浸水に注意する必要がある。⑤

はんらん しんすい

広島県は、平成30年7月豪雨災害など、過去に洪水（外水氾
濫）や内水氾濫による被害が出ている。

こうずいごう う はん

はんらん ひ がいらん

近くに川がない場合でも、内水氾濫によって浸水することが
ある。特に、地下道やアンダーパスなど、雨水は周囲よりも低
い土地に集まるので注意しよう！

はんらん しんすい

Unit10404kaitou.jpgUnit10404kaitou.jpg
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メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

演習1 演習2 演習3 演習4 実践
じっせん

【調べてみよう!】あなたの住んでいる地域では、過去にどのような災害が起こりましたか？

災害を経験したことがあるなど、調べることがつらい場合は無理をして取り組む必要はありません。

ステップアップ 調べた内容をグループで共有し、
印象に残ったことや考えたことなどを伝え合ってみましょう。

を見る解 説

過去に起こった災害を調べたり、
自然災害伝承碑の情報を入手したり
できるWebサイトなどはあるかな？

終了

ひ

　あなたが暮らす地域（市町・学校区など）で、過去に自然災害（土砂災害、浸水災害、
高潮災害など）が起こったことはありますか？
　災害が起こったことがある場合は、
　　●「いつ」・「どこで」・「どのような」被害があったのか？
　　● 近くに自然災害伝承碑※や災害を防ぐための防災施設があるか？
などについて調べ、わかったことを書きましょう。
※自然災害伝承碑：過去に発生した自然災害に関する情報が記載された石碑やモニュメント

ひ

ひ がい

し せつ

ひ ひき さい せき

ど しゃ しん すい

調べてみよう！

ヒント

Unit10501shinkou.jpgUnit10501shinkou.jpg
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メクビット

システム表示部分

※問題一覧 等

メクビット システム表示部分

単元 ① 大雨や台風によって起こる災害の種類と私たちの暮らし

【調べてみよう!】あなたの住んでいる地域では、過去にどのような災害が起こりましたか？

■広島県インフラマネジメント
　基盤DoboX ひろしま2Dマップ

■地域の砂防情報アーカイブ

■国土地理院ウェブサイト

解 説
　次のWebサイトなどから、あなたが暮らす地域で過去に起きた自然災
害があるかどうか、確認してみましょう。地域の人に聞いてみるのもよいで
すね。また、自然災害伝承碑が近くにあれば、実際に見学に行ってみるの
もよいでしょう。

過去の災害を調べてみて、どのようなことを感じたか
過去の災害を知って、災害に対しての意識がどう変わったか
災害から身を守るにはどうしたらよいか

調べたことをいかそう!

https://www.sabo.pref.hiroshima.lg.jp/saboa
rchive/saboarchivemap/index.aspx
※広島県のみ掲載

https://hiroshima-dobox.jp/visualization2/
※広島県のみ掲載 

https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi.html

ひ

などについてグループで話し合い、自分の考えを広げてみましょう。

実践
じっせん

広島県の情報

全国の情報
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 別紙７ 

MEXCBTの規格等について 

 

１ MEXCBT利用にあたる基本情報 

 ・ MEXCBTへのアクセスは、学習ｅポータル経由でのみ利用可能である。 

・ 学習ｅポータル及びMEXCBTは、Web 上で動作するものである。 

・ オンラインの利用となるため、１端末あたり0.35Mbs～0.5Mbps の帯域が必要となる。動画等を

利用した問題を再生する場合には、環境により動作が遅くなる可能性がある。 

・ MEXCBTでは、児童生徒の氏名等の個人情報は取得しないため、匿名のアカウント氏名（例：「児

童生徒0001」等）で運用される。 

【MEXCBTのブラウザ対応状況】 

〇：対応（各ブラウザの最新バージョンに対応） ×：非対応ブラウザ 

・Microsoft Edge 

・Google Chrome 

・Apple Safari 

・Microsoft Internet Explorer11 

・Mozilla Firefox 

 

※ 詳細は、MEXCBT運用支援サイト（https://support2.mexcbt.mext.go.jp）を参照すること。 

 

２ MEXCBTの問題へ登載できる特殊文字及びマルチメディア（コンテンツ） 

(1) 装飾・特殊文字・数式 

   次の装飾については、MEXCBTの問題文の装飾機能として搭載されている。 

 

(2) 搭載できるコンテンツについて 

  ・ 画像（jpg・png） 

※ 著作権を侵害しておらず、個人情報を含まないものとすること。 

※ ファイル名は日本語を含まず、英数字とすること。 

・ 動画ファイル（mp3・mp4） 

・ 音声ファイル（mp3・mp4） 

※ 動画、音声ファイルは、１つ当たり 200MB以下。推奨は、mp4。 

※ ファイル名は日本語を含まず、英数字とすること。 



３ MEXCBTへ掲載できる問題の種類  参考：文部科学省 問題作成用マニュアル 

問題の 

種類 
概要 

画

像 

動

画 
イメージ 

選択問題 

 

＜多肢選択／択一問題＞ 

・チェックして正しい答えを選

択する問題 

・選択肢を増やすことも可 

〇 － 

 

（単一問題） 

 

（複数選択問題） 

順序問題 

 

＜並び替え問題＞ 

・年代順、優先順位、アルファ

ベット順または数字順、サイズ

順など、要素を提示 

し並び替えを行わせ、順序につ

いての知識を問う問題 

〇 － 

 

関連問題 

 

＜組合せ（一対一の関連） 

問題＞ 

・受検者が関連する単語やフレ

ーズを一致させ組合せをさせ

る問題 

〇 － 

 

マッチ 

問題 

 

＜組合せ（正しい箇所）問題＞ 

・表形式で正しい箇所を選択さ

せる問題 

〇 － 
 

ホット 

テキスト

問題 

 

 

＜チェックボックス式選択 

問題＞ 

・文中の文言から、正解を選択

する問題 

〇 － 

 



問題の 

種類 
概要 

画

像 

動

画 
イメージ 

ギャップ

マッチ 

問題 

 

＜ドラックアンドドロップ 

問題＞ 

・ドラッグアンドドロップ形式

で正しい解答を選んで解答す

る問題 

〇 － 
 

スライダ

ー問題 

 

＜スライダー形式問題＞ 

・スライダー形式で解答する問

題 

〇 －  

拡張テキ

スト問題 

 

＜長文テキスト（論述）問題＞ 

・記述式問題を作成できる。 

・自動採点機能はなし。 

〇 － 

 

アップロ

ード問題 

 

＜ファイルアップロード 

問題＞ 

・児童生徒のパソコンで作成し

たファイルのアップロードが

可能。 

・自動採点機能はなし。 

〇 〇 

 

メディア

問題 

 

＜メディア（動画・音声） 

問題＞ 

・動画・音声を利用したリスニ

ングなどの問題 

※200MB 以下の動画、 

音声ファイル（mp4 推奨） 

－ 〇 

 

テキスト

ブロック 

（インラ

イン） 

問題 

・選択肢の中から正しい解答を

選択する問題 
〇 － 

 

テキスト

ブロック 

（テキス

ト入力）

問題 

・文字入力を行い解答する問題 

※「半角／全角」、「大文字／

小文字」含め、「応答」で定義

された解答と完全に一致した

場合のみ正解となる。 

〇 － 

 

※ 自由記述問題は、拡張テキストを活用する。 

※ メディア問題は、選択肢を差し込まず、動画・音声のみの登録も可能である。 



４ MEXCBTのテスト画面等（参考） 参考：文部科学省 児童生徒用簡易マニュア（実証学習ｅポータル） 

  

「MEXCBTテスト」画面トップページ           テスト選択画面 

（児童生徒向け） 

 

 

MEXCBTの画面 

 

 

正解・解説への導入画面               結果を見る 


